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（a） 本学の経年変化：各年度の上位 10 語の総単語頻出回数は




準とした頻出割合を図 1 に示す．なお，図 1 は各単語頻出回数
を各年度の上位 10語の総単語頻出回数で割り，正規化したもの
である．





図 1 本学の上位 10語の頻出割合経年変化
（1）： 全大学で「研究」のみが共通して使用されている．「研
究」は 6つの大学で最も多く使用されている．
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